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幼
少
期
か
ら
小
・
中
・
高
校
と
桐
生
で
育
ち
、
東
京
芸
術
大
学
、
同
大
学
院
を

修
了
。
二
〇
〇
一
年
に
岡
本
太
郎
記
念
現
代
芸
術
大
賞
優
秀
賞
、
二
〇
一
三
年
に

は
著
書
「
ヘ
ン
な
日
本
美
術
史
」
で
小
林
秀
雄
賞
を
受
賞
。

超
高
層
ビ
ル
と
日
本
家
屋
や
バ
イ
ク
に
ま
た
が
る
武
士
。
古
今
東
西
の
融
合
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
画
面
を
創
り
出
し
て
い
る
山
口
晃
氏
が
桐
生
市
の
「
芸
術
大
使
」
第

一
号
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
任
命
式
と
記
念
講
演
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
情
熱
大
陸
」「
日
曜
美
術
館
」
で
制
作
姿
を
見
た
り
、
話
を
聞
い
た
り
、
以
前
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
た
け
し
ア
ー
ト
☆
ビ
ー
ト
」
に
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
い
ま
し
た
。

十
五
分
ほ
ど
の
任
命
式
の
後
、
二
時
間
近
く
を
懐
か
し
い
桐
生
の
話
や
、
桐
生
の

俯
瞰
（
ふ
か
ん
）
図
を
江
戸
時
代
か
ら
空
想
の
未
来
ま
で
複
層
に
描
い
た
「
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
」
の
制
作
に
つ
い
て
の
話
、
さ
ら
に
「
道
後
ア
ー
ト
２
０
１
６
」

で
展
開
し
た
作
品
を
映
像
で
紹
介
。
意
欲
的
で
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
な
姿
勢
に
感

動
し
、
人
間
的
な
魅
力
に
好
感
が
持
て
、
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

　

ノ
イ
エ
ス
で
の
多
く
の
作
家
の
個
展
に
際
し
て
も
、
長
い
時
間
を
作
品
の
テ
ー

マ
や
制
作
過
程
、
作
家
個
人
に
つ
い
て
の
考
え
や
方
向
性
、
人
間
関
係
に
つ
い
て

話
し
ま
す
。
二
十
数
年
前
に
は
、
居
酒
屋
や
喫
茶
店
で
そ
ん
な
話
を
す
る
機
会
は

何
度
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
ノ
イ
エ
ス
で
の
会
話
は
貴
重
な
時
間
で
す
。

来
廊
さ
れ
た
折
に
は
是
非
、
作
家
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

朝
晩
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
読
書
の
秋
」「
芸
術
の
秋
」
と
い
う

言
葉
を
あ
ま
り
耳
に
し
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
早
朝
の
涼
し
い
一
～
二
時
間
は
、

集
中
し
て
活
字
と
向
き
合
え
る
時
間
で
す
。

読
み
た
い
本
や
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
が
テ
レ
ビ
の
横
に
山
積
み
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
書
き
手
の
顔
や
人
柄
を
知
っ
て
い
る
と
何
故
か
活
字
か
ら
そ
の
人
が
身

近
で
話
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

小
沢
書
店
で
良
書
を
数
多
く
出
版
し
て
い
た
長
谷
川
郁
夫
氏
の
著
書
「
吉
田
健
一
」

を
手
に
取
り
読
み
始
め
て
い
ま
す
が
、
六
五
〇
頁
ほ
ど
の
厚
い
本
で
す
が
、
興
味

深
く
、
名
編
集
者
と
し
て
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。

山
口
晃
氏
の
事
を
調
べ
て
い
た
ら
着
物
を
着
て
落
語
を
し
て
い
る
姿
を
発
見
。

以
前
、
作
家
の
水
上
勉
先
生
の
家
で
プ
ロ
の
落
語
家
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
長
谷

川
郁
夫
氏
の
姿
を
思
い
出
し
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

長
谷
川
氏
は
、「
わ
れ
発
見
せ
り　

書
肆
ユ
リ
イ
カ
・
伊
達
得
夫
」、「
堀
口
大
學�

詩
は
一
生
の
長
い
道
」
や
作
家
た
ち
の
と
の
交
友
録
な
ど
の
著
書
も
あ
り
ま
す
。

今
で
は
、
大
阪
芸
術
大
学
教
授
。
ち
ょ
っ
と
私
よ
り
年
上
で
す
が
、
誕
生
日
が
同

じ
だ
っ
た
こ
と
に
「
え
っ
」
と
声
が
出
ま
し
た
。�

（
武
藤
）

　
　
ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

　

粕
川
村
字
女
渕
（
当
時
）
の
実
家
か
ら
持
ち
帰
っ
た
古
文
書
を
、

四
十
余
年
か
け
て
丹
念
に
解
読
。

文
学
研
究
者
・
亀
井
秀
雄
が
故
郷
に
贈
る
最
後
の
著
作
！

　

領
主
の
入
れ
替
わ
り
に
伴
い
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
よ
う
と
も
、

役
人
の
不
正
に
直
面
し
よ
う
と
も
、
知
恵
を
尽
く
し
て
合
理
的
に

解
決
し
よ
う
と
し
た
、
近
世
の
上
州
百
姓
た
ち
の
闘
い
の
記
録
！

�

定
価
三
〇
〇
〇
円
（
税
込
）

　
　
　

お
問
合
せ
先
…
ノ
イ
エ
ス
朝
日

会
期　
　

十
月
七
日
（
土
）
～
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

松
尾
昭
典
氏
の
二
年
ぶ
り
の
個
展
で
す
。

真
鯛
、
石
鯛
、
ト
ラ
フ
グ
、
メ
バ
ル
、
カ
サ
ゴ
、
虹
鱒
、
鯰
、

鯉
、
鮒
、
鮎
、
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
、
ア
マ
ゴ
な
ど
、
今
に
も

泳
ぎ
だ
し
そ
う
な
リ
ア
ル
な
陶
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
使
用
す
る
茶
碗
や
皿
、
小
鉢
な
ど
の
食
器
類
は
、

使
い
や
す
く
、
花
器
な
ど
も
一
点
一
点
に
心
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

松
尾
昭
典
氏
の
作
品
に
対
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。

松
尾
昭
典
作
陶
展　
　
〈
企
画
〉

会
期　
　

十
月
二
十
一
日
（
土
）
～
二
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
五
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

木
と
い
う
素
材
か
ら
創
り
出
さ
れ
る
丸
尾
康
弘
氏
の
作
品
に

は
不
変
的
な
優
し
さ
や
温
か
さ
、
愛
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
独
特
な
フ
ォ
ル
ム
か
ら
は

小
さ
な
魂
を
包
み
込
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
世
界
観
が
あ
り
ま
す
。

作
品
か
ら
溢
れ
だ
す
よ
う
な
小
さ
な
一
粒
一
粒
の
光
が
飛
翔

す
る
よ
う
な
作
品
、
息
づ
か
い
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

丸
尾
康
弘
木
彫
展　
　
〈
企
画
〉

会
期　
　

十
一
月
四
日
（
土
）
～
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

ノ
イ
エ
ス　

ふ
る
本
市

　
　〈
書
籍
の
ご
案
内
〉

御
訴
訟
申
上
候

　

江
戸
期
百
姓
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ�

亀
井　

秀
雄

Vol.49

　

昨
年
、
ご
好
評
い
た
だ
い
た
古
文
書
講
座
を
今
年
も
Ｄ
ｉ
Ｐ
Ｓ
．

Ａ
（
デ
ィ
ッ
プ
ス
朝
日
）
で
開
催
し
ま
す
。

　
“
く
ず
し
字
”
を
サ
ラ
ッ
と
解
読
し
、
歴
史
背
景
を
解
き
明
か
し

な
が
ら
古
文
書
に
織
り
込
ま
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
汲
み
取
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。
誰
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
み
な
が
ら
古
文
書

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
座
で
す
。

応
募
要
項

日
時
：
平
成
29
年
10
月
14
日
～
11
月
11
日
の
毎
土
曜
日
（
全
5
回
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所
：
Ｄ
ｉ
Ｐ
Ｓ
．Ａ　

２
階

講
師
：
南
京
師
範
大
学
文
学
院　

客
員
教
授　

小
沢
梓　

氏

定
員
：
40
名
（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

受
講
料
：
５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

募
集
期
間
：
９
月
11
日
（
月
）
～
10
月
５
日
（
木
）
ま
で

申
込
方
法

往
復
は
が
き
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込
い
た
だ
け
ま
す
。

①
は
が
き
の
宛
先

　

〒
３
７
１

－

０
８
４
６　

前
橋
市
元
総
社
町
70

－

１

　

Ｄ
ｉ
Ｐ
Ｓ
．Ａ
「
古
文
書
講
座
」
係

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
宛
先

　

０
２
７

－

２
５
４

－

１
２
２
７　

Ｄ
ｉ
Ｐ
Ｓ
．Ａ「
古
文
書
講
座
」係

①
②
い
ず
れ
も
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

ご
送
付
く
だ
さ
い
。

古
文
書
講
座
　
受
講
者
募
集
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「
ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り
」
48
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
二
〇
一
八
年
新
春
特
別
企

画
「
か
が
や
く
石
川
の
Ｋ
Ō
Ｇ
Ｅ
Ｉ
」
展
に
つ
き
ま
し
て
、
二
〇
一
六
年
に
ご
縁

が
で
き
ま
し
た
友
禅
作
家
の
四
ツ
井
健
氏
か
ら
ご
紹
介
の
文
章
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
今
回
か
ら
二
作
家
ず
つ
ご
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

◇　

◇　

◇

　

二
〇
一
六
年
一
月
に
藍
田
愛
郎
氏
（
江
戸
小
紋
）
と
ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
二
人
展

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
早
二
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
時
の
ご
縁
を
何
か
素
敵
な
事
に
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
北
陸
新
幹
線
も
石
川
県
・
金
沢
市
ま
で
延
伸
し
、
観
光
や
仕

事
等
で
益
々
身
近
に
な
っ
た
群
馬
と
石
川
を
繋
ぐ
一
つ
の
架
け
橋
と
な
れ
ば
と
の

思
い
が
実
り
来
年
一
月
の
新
春
企
画
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
か
が
や
く
石
川
の
Ｋ
Ō
Ｇ
Ｅ
Ｉ
」
展
で
は
、
日
本
工
芸
会
石
川
支
部
の
元
気
な

仲
間
、
作
家
六
名
に
よ
る
四
部
門
（
陶
芸
・
染
色
・
漆
芸
・
木
竹
工
芸
）
の
ミ
ニ

工
芸
展
で
す
。

展
覧
会
に
出
品
す
る
作
品
と
は
一
味
違
っ
た
小
さ
な
作
品
か
ら
大
き
な
作
品
ま
で

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
あ
り
な
が
ら
個
々
の
作
家
の
高
度
な
技
術
と
個
性
が
凝
縮
さ
れ

た
特
別
な
展
覧
会
で
す
。

ど
う
ぞ
群
馬
県
の
皆
様
の
多
く
の
方
々
に
ご
高
覧
頂
け
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

四
ツ
井　

健　

　

平
安
時
代
か
ら
轆
轤
挽
物
の
技
術
が
受
け
継
が
れ
、
山
中
温
泉

も
漆
器
の
生
産
地
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
て
お
り
ま
す
。

四
季
に
育
ま
れ
国
土
の
七
割
を
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
日
本
で
あ

る
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
木
材
を
活
用
し
、
木
工
芸
品
も
生
活
の
中

で
息
づ
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

本
来
、
漆
器
は
木
地
、
下
地
、
上
塗
り
、
蒔
絵
な
ど
分
業
で
完

成
し
て
い
き
ま
す
が
、
私
の
作
品
は
、
祖
父
か
ら
の
素
材
を
使
用

し
本
業
で
あ
る
轆
轤
挽
物
か
ら
木
目
の
見
え
る
漆
仕
上
げ
ま
で
全

て
を
手
掛
け
て
お
り
ま
す
。

木
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
美
し
い
木
目
が
あ
り
、
そ
の
木
味
を

生
か
し
た
心
和
む
作
品
を
出
品
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
高

覧
賜
り
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

川
北
浩
彦　

　

食
事
を
整
え
る
台
所
と
は
魅
力
的
な
場
所
で
す
。

食
器
戸
棚
に
は
陶
器
、
磁
器
、
漆
器
、
ガ
ラ
ス
、
木
器
や
、
あ
ら

ゆ
る
調
理
器
具
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
料
理
研
究
家
の
土
井
善
晴
氏
の
番
組
を
見
ま
し
た
。

そ
の
中
で
器
選
び
の
話
が
あ
り
「
な
る
ほ
ど
」
と
学
ぶ
こ
と
が
多

く
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

器
を
購
入
し
て
か
ら
料
理
を
考
え
た
り
、
旬
な
食
材
の
料
理
を
考

え
て
器
を
選
ん
だ
り
…
…
楽
し
い
だ
ろ
う
な
…
…
と
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
デ
パ
ー
ト
に
行
く
と
必
ず
食
器
が
展
示
さ
れ
て
い

る
フ
ロ
ア
ー
を
見
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
草
花
や
食
材
が
描
か
れ
た
器
や
作
家
の
作
品
に
惹
か

れ
る
も
の
が
あ
る
と
手
に
取
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
珍
し
い
小
物
が

あ
れ
ば
食
卓
に
「
花
」
が
咲
い
た
よ
う
な
力
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

ノ
イ
エ
ス
で
個
展
を
さ
れ
た
作
家
の
作
品
も
自
宅
の
食
器
戸
棚

に
並
べ
て
あ
り
ま
す
が
、
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
刺
身
も
、
あ
る
作

家
の
器
に
庭
か
ら
摘
ん
だ
シ
ソ
の
葉
や
花
を
添
え
た
だ
け
で
一
流

の
料
亭
で
出
さ
れ
た
一
品
に
早
変
わ
り
し
ま
す
。

絵
付
け
の
小
皿
で
さ
え
も
テ
ー
ブ
ル
に
「
花
」
を
添
え
て
く
れ
ま
す
。

も
っ
と
料
理
の
基
本
を
し
っ
か
り
学
び
た
い
・
・
・
と
も
思
い
ま

す
し
、
食
材
の
特
徴
や
栄
養
も
知
り
た
い
と
思
う
と
同
時
に
、
日

常
使
う
器
に
つ
い
て
も
来
年
の
一
月
六
日
か
ら
始
ま
る
「
か
が
や

く
石
川
の
Ｋ
Ō
Ｇ
Ｅ
Ｉ
」
で
新
し
い
出
合
い
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
新
し
い
作
家
に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

友
禅
作
家
の
四
ツ
井
健
氏
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
ノ
イ
エ
ス

で
石
川
の
作
家
の
作
品
を
多
く
の
皆
様
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

伝
統
的
な
仕
事
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て
い
る
作
家
た
ち
の
作
品

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
、
少
し
早
い
お
知
ら
せ
で
す

が
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
武
藤
）

　

ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
二
〇
一
七
年
十
二
月
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
携
帯
用
）
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

名
刺
入
れ
や
財
布
に
入
れ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ノ
イ
エ
ス
朝
日
は
、
展
覧
会
会
期
中
以
外
は
休
廊
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
、
ま
た
は
ご
用
の
方
は
、

展
覧
会
会
期
中
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

石
川
県
金
沢
に
て
、
釉
薬
研
究
を
し
て
い
た
祖
父
、
ク
ラ
フ
ト
作

家
の
父
と
陶
芸
に
関
わ
っ
た
環
境
に
生
ま
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

を
経
て
作
陶
の
道
に
入
り
ま
し
た
。
金
彩
、
銀
彩
、
赤
絵
、
色
絵
、

そ
れ
ぞ
れ
従
来
の
九
谷
焼
と
印
象
の
異
な
る
表
現
を
し
て
い
ま
す
。

九
谷
の
素
材
、
技
術
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
粒
子
が
荒
く
や
や
グ

レ
ー
っ
ぽ
い
九
谷
の
土
を
生
か
し
、
何
度
も
焼
成
す
る
こ
と
で
柔

ら
か
い
肌
や
中
間
色
の
表
現
や
、
九
谷
で
は
珍
し
い
モ
ノ
ト
ー
ン

の
表
現
も
し
て
い
ま
す
。

伝
統
を
現
代
に
届
け
る
器
を
ご
高
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

多
田
幸
史　

　
　

二
〇
一
八
年　

新
春
特
別
企
画　
〈
ノ
イ
エ
ス
予
告
〉

　
　
台
所
の
風
景

1973年� 石川県金沢市生まれ
2006年� 石川の伝統工芸展奨励賞受賞
2007年� 第54回日本伝統工芸展初入選
� 以後、55回展～64回展入選
2008年� 伝統九谷焼工芸展優秀賞受賞
� 石川県立美術館買上
2010年� 日本工芸会正会員に認定される
2011年� 石川の伝統工芸展北國新聞社社長賞受賞
2012年� 伝統工芸陶芸部会展日本工芸会賞受賞
2015年� 第62回日本伝統工芸展で日本工芸会新人賞受賞
　日本工芸会正会員　日本陶芸美術協会会員

昭和37年　石川県加賀市山中温泉に生まれる
父、良造（重要無形文化財保持者）に山中轆轤挽物技
術を修得する
石川県挽物轆轤技術研修所　講師
石川県輪島漆芸技術研修所　講師
日本伝統工芸展（特待）　第一次鑑査委員　２回
日本伝統工芸展　　　　 ３回受賞
伝統工芸木竹展　　　　 ２回受賞
第15回ＭＯＡ岡田茂吉賞　優秀賞受賞
　三越、阪神、西武、東急、松坂屋などで個展、父子展

神代欅造水指

多 田 幸 史

川 北 浩 彦（日本工芸会正会員）

「
か
が
や
く
石
川
の
Ｋ
Ō
Ｇ
Ｅ
Ｉ
」
展

　
　
　
日
本
工
芸
会
石
川
支
部　

川
北
浩
彦
（
木
竹
工
）　
吉
田
幸
央
（
陶　

芸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
康
則
（
漆　

芸
）　
荒
川
文
彦
（
漆　

芸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
幸
史
（
陶　

芸
）　
四
ツ
井
健
（
染　

色
）


